2013.3.2
関西学連

ファイナルの手引き
1. ファイナルの概要

・ファイナル進出者（6.17.1.1）

本選の上位8名がファイナルに進出する。

同点があった場合は、カウントバック（6.15）によって決定する。
ファイナル進出者決定のためのシュートオフは行わない。
・射座とゼッケン（Bibナンバー）（6.17.1.2）
ファイナルの射座は本選の成績によって決定し、射手には新しいゼッケン（Bibナンバー）（1~8）が与えられる。
射座には左から順にA,B,C,D,E,F,G,Hが割り当てられ、予備射座にはR1、R2が表示される。

・出頭確認（6.17.1.3）と遅刻による失格（6.17.1.4）
射手はファイナルの公式開始時刻の遅くとも30分前にはプレパレーションエリアに出頭しなければならない。時間までに出頭しなかった場合、第1シリーズから2点減とする。
出頭時刻後10分以内に出頭しなかった射手は、最初の脱落者として最下位が与えられ、DNSの表示がなされる。その場合、最初のエリミネーションは7位の脱落から始まる。
射手は装備品（ファイナルを完遂するのに必要なもの、十分な量の弾を含む）、競技用の服装、表彰式に適したチームユニフォームを持参した上で出頭しなければならない。

・ファイナルの得点（6.17.1.5）と得点に関する抗議（6.17.1.7）
ファイナルは持ち点なしで開始する。

ファイナルの得点は0.1点刻みで、0.0～10.9点で採点される。

減点やペナルティは、違反があった本射弾またはシリーズから行う。ただしマイナスにはならないものとする。

ファイナルにおいて、点数または発射弾数に関する抗議は認められない。

・ファイナル本射中における銃器故障（6.17.1.6）
許容される銃器の故障があった場合、修理または銃器交換にかかった時間の延長（最大1分間）が与えられ、再射が認められる。
ただし、3発または5発シリーズにおいては、再射とはならず射撃を続行することが認められる。
・空撃ち

ファイナルにおいて空撃ちは禁止される（6.11.2.2）。

ただし、準備試射時間中及び三姿勢種目における姿勢転換・試射時間中の空撃ちは認められる。

関西学連では空撃ち防止のため、本射が必要な時以外にはトリガーガード内に指を入れないよう、加盟各校に要請する。違反する場合には警告を与える。
・電的に関する不満（6.17.1.8）
電的に関する不満は試射中に行われなければならない。本射開始後は、電的の故障に対する不満は認められない。ただし、想定外の0点がでた場合には、ジュリーがとるべき適切な行動を決定する。

電的が正しく作動していない場合、射手はその旨を射場役員に申告し、その標的に対しさらに1発撃ちこむよう指示される。

正常に作動していた場合、射撃は続行される。

正常に作動していない場合、全ての射手は射場長の”Stop…Unload”の号令により射撃を中断し、故障した電的の射手は予備的に移動するか、故障した電的の修理または交換を受ける。

射手に正常な標的が手配され次第、全ての射手に2分間の準備時間が与えられ、試射・準備時間が再開される。

・ファイナル射場設備（6.17.1.9）
脱落者にはイスが与えられる。

射手にイスは与えられない（6.4.11.10）。
能勢射場においては、立射用の台を膝射時に使用するのを禁止する（※）。

・射手紹介（6.17.1.11）
ファイナルの射手紹介において、三姿勢種目に関しては、射手はそのままの姿勢で留まって良いが、ギャラリーに対して顔を向けたり手を掲げたりすることが望ましい。
これに伴い、三姿勢種目においては最終試射時間が設けられなくなった。

2. 細則

・ギャラリーの声援

コーチング（6.12.5）や射手妨害（6.11.9）にならない範囲で、射場役員による試合進行の妨げにならない限り認められる。
・ファイナル用具検査
フォローアップ検査対象者以外がファイナルに進出する事になった場合、ファイナル用具検査としてフォローアップ検査と同様の項目について検査を行う。
全てのファイナル進出者は、フォローアップ検査かファイナル用具検査かのいずれかを必ず受けている状態でファイナルに出頭しなければならない。

・装填

“Load”の号令の後にのみ、射手は弾を薬室につめ、蓄気し、ボルト・ラッチを閉じる事が出来る。

特にSBにおいては、薬室のレール上に弾を置く事も号令までは認められない。

・ファイナルにおける射座への銃器・用具の持ち込み（※）

セッティングなどの銃器の取り扱い（ガンケースから取り出すのは可）、姿勢構築、据銃・照準練習は認められない。

ファイナルに不要なものを射座及び役員通路から運び出すのも、このタイミングで行われるべきである。ガンケース・鞄類・射撃に使用しない靴や服その他の装飾品または装備品がその例である。
持ち込みが認められるのは、ファイナルを完遂するのに必要十分な装備品、用具に限られる。

目薬、（汗をふく）タオル、飲み物については認める。ライフル種目において、バイポッド（または同じ用途で用いるニーリングロール）は厳密な意味では必要ないが、持ち込み・使用を認める。
その他、認められるかが不明なものについては、射場長・ジュリーに事前に確認・了解を取れば認められる。
交換機・机の位置、伏射台の移動、モニターの調整など、射座の状態を整える行為は認められる。

（関西学連においては、左射手は事前に射場役員に申告すれば交換機、モニターの位置の左右の転換が受けられることを保証する）
持ち込みの終わった射手は、射座及び役員通路から離れ待機していることが望ましいが、持ち込みの途中で射手入場となる場合もあるので、ガイドラインとする。

・姿勢転換（※）

姿勢転換の号令前であっても、銃器を安全な状態にすることは認められる。したがって、スリングを外し、台や床に置く事は認められる。

膝射・伏射の姿勢を解いて立ちあがることについては、本射中であっても射手は一度立ち上がり構えなおす事は禁止されているとは言えないので、姿勢転換の号令前であっても認める。

ただし、他の射手の邪魔になるような行動は厳に慎まなければならない。
3. その他一般規定

・Start前の発射

安全上の問題がある場合は失格。ない場合は本射1発目を0点とする。

・Stop後の発射

0点と記録される。撃ち残したものも同様とする。
・本射開始後のエア出し

0点と記録される。

・超過弾

3発または5発シリーズで超過した場合

超過弾1発につき2点の減点が第1シリーズの低い点数から順にペナルティとして科される。

（三姿勢のファイナルにおいては、減点処理をしてからエリミネーションを行う）

紙標的上の超過弾

3回目以降は1発につき2点の減点を超過弾の生じたシリーズに科せられる。
ファイナルを通して1種目として考える。

4. 10m種目・50m伏射種目のファイナル
・様式

3発/150秒（伏射は100秒）のシリーズを2回行う（6発）。

1発/50秒（伏射は30秒）の本射を14回行う（14発）。

本射2発ごとに、その時点での最下位が脱落していく（8発目→8位、10発目→7位 …）。計20発。

・用具準備時間

開始時刻の遅くとも20分前に、射手及びコーチは射座に銃器・用具を持ち込むことが出来る。

ガンケース及び鞄類は射座及び射場役員通路の中に残してはならない。

・[ライフル]ウォームアップ時間（準備・試射時間）

開始時刻の18分前 射場長の”Athletes to the line”の号令により、射手は射座の中に入ることが出来る。

この号令後に、射手は銃器を取り扱い、姿勢をとり、据銃・照準練習をすることが出来る。ただし、セイフティフラッグを取り除いたり、空撃ちをすることはできない。

↓2分後

開始時刻の16分前 射場長の”Eight minutes preparation and sighting time…Start”の号令により、射手は8分間で弾数無制限の試射を行うことが出来る。

この号令後に、射手はセイフティフラッグを取り除き、空撃ち、弾数無制限の試射をすることが出来る。

↓7分30秒後

開始時刻の8分30秒前　“30 seconds”
↓30秒後

開始時刻の8分前 “Stop…Unload” 
この号令により、射手紹介のため、射手は抜弾し、セイフティフラッグを挿し、銃器を安全な場所において、銃器を安全な状態にしてからギャラリーの方を向かなければならない。

・[ピストル]ウォームアップ時間（準備・試射時間）

開始時刻の13分前 射場長の”Athletes to the line”の号令により、射手は射座の中に入ることが出来る。

↓2分後

開始時刻の11分前 射場長の”Five minutes preparation and sighting time…Start”の号令により、射手は5分間で弾数無制限の試射を行うことが出来る。

↓4分30秒後

開始時刻の6分30秒前　“30 seconds”
↓30秒後

開始時刻の6分前 “Stop…Unload” 
この号令により、射手紹介のため、射手は抜弾し、セイフティフラッグを挿し、銃器を安全な場所において、銃器を安全な状態にしてからギャラリーの方を向かなければならない。

・射手紹介

射場役員による確認が終わり次第、アナウンサーは射手及び射場役員を紹介する。

・[ライフル]最終試射時間

射手紹介が終わり次第、射場長は”Take your positions”の号令をかける

その30秒後、射場長の”Final sighting time…Start”の号令により、射手は2分間で弾数無制限の試射を行うことが出来る。

↓1分半後

 “30 seconds”
↓30秒後

“Stop. 【Change targets】”
射場役員は標的を本射に切り替える。

【紙標的の場合、射手は号令に従い標的を本射的に交換し、射場役員がこれを回収する。】
・[ピストル]最終準備時間

射手紹介が終わり次第、射場長は”Take your positions. 【Change targets】”の号令をかける

その60秒後、射場長は本射開始の号令をかける。
射場役員は標的を本射に切り替える。

【紙標的の場合、射手は号令に従い標的を本射的に交換し、射場役員がこれを回収する。】
・本射第1ステージ

標的の切り替えが終了後、射場長は”For the first competition series…Load”の号令をかける。

この号令の5秒後に、射場長は”Start”の号令をかける。
射手は150秒（伏射は100秒）以内に3発を撃たなければならない。

この時間には、リロードに要する時間を含む。【紙標的の場合、射手は自ら標的を戻して見る事ができ、また標的交換の責任を負う。（3枚目については今後検討）】
射場長は残り時間に応じて、”Ten”、”Five”の号令を10秒前、5秒前にそれぞれかける。

射場長は、時間が経過するか、全員が撃ち終わった場合、”Stop. 【Change targets】”の号令をかける。
【射場役員が標的を回収する。射手は次の標的に交換する。】
“Stop”の号令後、速やかにアナウンサーは現在の順位と注目すべき合計点数（上位3名ほど）についてコメントする。個別の点数については述べない。

アナウンス終了後、速やかに射場長は”For the next competition series…Load”の号令をかける。

（繰り返す）

アナウンサーは射手とその成績についてのアナウンスを行い、ここからは1発ごとの本射に切り替わり、2発ごとに最下位が脱落していく事を説明する。

・本射第2ステージ

アナウンス終了後、速やかに射場長は”For the next competition shot…Load”の号令をかける。

この号令の5秒後に、射場長は”Start”の号令をかける。

射手は50秒以内（伏射は30秒）に1発を撃たなければならない。

射場長は、時間が経過するか、全員が撃ち終わった場合、”Stop. 【Change targets】”の号令をかける。

“Stop”の号令後、速やかにアナウンサーはそれぞれの点数についてのアナウンスを行う。

（14発分繰り返す）

射場長は、時間が経過するか、全員が撃ち終わった場合、”Stop…Unload. 【Take targets】”の号令をかける。

・脱落者

6発目以降、2発撃つごとにその時点での最下位が脱落していく。
　8発目→第8位　10発目→第7位　12発目→第6位　…

脱落者は、抜弾し、セイフティフラッグを挿し、銃器を安全な場所に置き、銃器を安全な状態にしてから射座を離れ用意された場所で待機する。
・タイブレーク（同点）

最下位の人間が複数いた場合、均衡が崩れるまで本射と同じ手順でシュートオフを行う。
アナウンサーは均衡が崩れるまでアナウンスを行わない。

・ファイナルの終了

同点がなく、抗議もない場合、射場長は”Results are final”と宣言する。

・概略
00:00　射手出頭（ファイナル公式開始時刻の30分前）


10:00　銃器・用具の持ち込み開始

　　・銃器の取り扱い、据銃・照準練習は認められない
12:00　射手入場

　　・銃器の取り扱い、据銃・照準練習は認められる

　　・セイフティフラッグを外す、または空撃ちは認められない

14:00　8分間の準備・試射時間開始

　　・セイフティフラッグを外し、空撃ち、弾数無制限の試射をすることが出来る

22:00　準備・試射時間終了/射手紹介

・射手は銃器を安全な状態にし、ギャラリーの方を向く

射手紹介終了

“Take your positions”の号令

　　・銃器の取り扱い、据銃・照準練習は認められる

　　・セイフティフラッグを外す、または空撃ちは認められない

　　30秒後

2分間の最終準備・試射時間開始

　　・セイフティフラッグを外し、空撃ち、弾数無制限の試射をすることが出来る

2分後

最終準備・試射時間終了/標的切り替え

本射第一ステージ　3発150秒（伏射は100秒）×2（セット）

本射第二ステージ　1発50秒（伏射は30秒）×14（発）
　　以降2発ごとにその時点での最下位が脱落

8発目終了　8位が脱落

10発目終了 7位が脱落

12発目終了 6位が脱落

14発目終了 5位が脱落

16発目終了 4位が脱落

18発目終了 3位が脱落

20発目終了 1位、2位が決定

ファイナル終了

5. 50m三姿勢種目のファイナル

・様式

各姿勢15発ずつで構成される。姿勢はK→P→Sの順で行われる。

K 5発/200秒のシリーズを3回行う（15発）。

7分間で姿勢転換及び試射を行う。

P 5発/150秒のシリーズを3回行う（15発）。

9分間で姿勢転換及び試射を行う。

S 5発/250秒のシリーズを2回行う（10発）。
40発目終了時、その時点での下位2名が脱落していく。

S 1発/50秒の本射を5回行う（5発）。

本射1発ごとに、その時点での最下位が脱落していく（46発目→6位、47発目→5位 …）。計45発。

・用具準備時間

開始時刻の遅くとも20分前に、射手及びコーチは射座に銃器・用具を持ち込むことが出来る。

全ての姿勢を行うのに必要な全ての装備品・用具は1つのコンテナ（大きさ未定）の中にいれてファイナル中射座の中においておくことが出来る（持ち込むものはこのコンテナに入れなければならない。使用済みの用具（スリングなど）においても同様）。具体的な方法については今後検討する。
ガンケース及び鞄類は射座及び射場役員通路の中に残してはならない。

・ウォームアップ時間（準備・試射時間）

開始時刻の12分前 射場長の”Athletes to the line”の号令により、射手は射座の中に入ることが出来る。

この号令後に、射手は銃器を取り扱い、膝射の姿勢をとり、据銃・照準練習をすることが出来る。ただし、セイフティフラッグ取り除いたり、空撃ちをすることはできない。
↓2分後

開始時刻の10分前 射場長の”Five minutes preparation and sighting time…Start”の号令により、射手は5分間で弾数無制限の試射を行うことが出来る。

この号令後に、射手はセイフティフラッグを取り除き、空撃ち、弾数無制限の試射をすることが出来る。
↓4分30秒後

開始時刻の5分半前　“30 seconds”
↓30秒後

開始時刻の5分前 “Stop…Unload”
この号令により、射手紹介のため、射手は抜弾し、セイフティフラッグを挿さなければならない。

銃口カバーはつけなくてもよい（※）。

・射手紹介

射場役員による確認が終わり次第、アナウンサーは射手及び射場役員を紹介する。

三姿勢のファイナルにおいては、射手は姿勢を保持したままでいることができるが、ギャラリーに対し顔を向けたり手を掲げたりすることが望ましい。
・膝射

射手紹介終了後、速やかに射場長は”For the first competition series…Load”の号令をかける。

“For the first competition series.”の号令の言い始めの時点で、セイフティフラッグを取り除いて良い。

この号令の5秒後に、射場長は”Start”の号令をかける。

射手は200秒以内に5発を撃たなければならない。この時間には、リロードの時間を含む。
射場長は残り時間に応じて、”Ten”、”Five”の号令を10秒前、5秒前にそれぞれかける。

射場長は、時間が経過するか、全員が撃ち終わった場合、”Stop”の号令をかける。

“Stop”の号令後、速やかにアナウンサーは現在の順位と注目すべき合計点数（上位3名ほど）についてコメントする。個別の点数については述べない。
アナウンス終了後、速やかに射場長は”For the next competition series…Load”の号令をかける。

（3シリーズ分繰り返す）
射場長は、時間が経過するか、全員が撃ち終わった場合、”Stop…Unload”の号令をかける。

射場役員は、銃器にセイフティフラッグが挿されボルトが解放されていることを確認しなければならない。

・姿勢転換・試射時間
 “Stop…Unload”の号令後、速やかに射場長は”Seven minutes changeover and sighting time…Start”の号令をかける。この号令により、7分間の姿勢転換、弾数無制限の試射時間が開始する。

この号令後に、射手は伏射の準備のために銃器を取り扱い、伏射の姿勢をとり、セイフティフラッグを取り除き、空撃ち、実射をすることが出来る。

姿勢転換が始まったら、アナウンサーは膝射姿勢後の順位と得点につきアナウンスを行う。

射場役員は標的を伏射の試射に切り替える（※）。

↓6分30秒後

“30 seconds”
↓30秒後

“Stop”
射場役員は標的を立射の本射に切り替える。

・伏射

“Stop”の号令から30秒後、射場長は”For the next competition series…Load”の号令をかける。

この号令の5秒後に、射場長は”Start”の号令をかける。

射手は150秒以内に5発を撃たなければならない。この時間には、リロードの時間を含む。

射場長は残り時間に応じて、”Ten”、”Five”の号令を10秒前、5秒前にそれぞれかける。

射場長は、時間が経過するか、全員が撃ち終わった場合、”Stop”の号令をかける。

“Stop”の号令後、速やかにアナウンサーは現在の順位と注目すべき合計点数（上位3名ほど）についてコメントする。個別の点数については述べない。
アナウンス終了後、速やかに射場長は”For the next competition series…Load”の号令をかける。

（3シリーズ分繰り返す）

射場長は、時間が経過するか、全員が撃ち終わった場合、”Stop…Unload”の号令をかける。

射場役員は、セイフティフラッグが挿されボルトが解放されてことを確認しなければならない。
・姿勢転換・試射時間

“Stop…Unload”の号令後、速やかに射場長は”Nine minutes changeover and sighting time…Start”の号令をかけなければならない。この号令により、9分間の姿勢転換、弾数無制限の試射時間が開始する。

この号令後に、射手は立射の準備のために銃器を取り扱い、立射の姿勢をとり、セイフティフラッグを取り除き、空撃ち、実射をすることが出来る。

姿勢転換が始まったら、アナウンサーは膝射・伏射姿勢後の順位と得点につきアナウンスを行う。

射場役員は標的を立射の試射に切り替える（※）。

↓8分30秒後

“30 seconds”
↓30秒後

“Stop”
射場役員は標的を立射の本射に切り替える。

・立射

“Stop”の号令から30秒後、射場長は”For the next competition series…Load”の号令をかける。

この号令の5秒後に、射場長は”Start”の号令をかける。

射手は250秒以内に5発を撃たなければならない。この時間には、リロードの時間を含む。
射場長は残り時間に応じて、”Ten”、”Five”の号令を10秒前、5秒前にそれぞれかける。

射場長は、時間が経過するか、全員が撃ち終わった場合、”Stop”の号令をかける。

“Stop”の号令後、速やかにアナウンサーは現在の順位と注目すべき合計点数（上位3名ほど）についてコメントする。個別の点数については述べない。
アナウンス終了後、速やかに射場長は”For the next competition series…Load”の号令をかける。

（繰り返す）

 “Stop”の号令後、アナウンサーはその時点での下位2名と結果を述べ、その2名は脱落となる。

アナウンス終了後、速やかに射場長は”For the next competition shot…Load”の号令をかける。

射手は50秒以内に1発を撃たなければならない。

射場長は、時間が経過するか、全員が撃ち終わった場合、”Stop”の号令をかける。

 “Stop”の号令後、アナウンサーはその時点での最下位の者と結果を述べ、その者は脱落となる。

（5発分繰り返す）

射場長は、時間が経過するか、全員が撃ち終わった場合、”Stop…Unload”の号令をかける。

・脱落者

40発目終了時点での下位2名が脱落する。
40発目以降、1発撃つごとにその時点での最下位が脱落していく。

　40発目→第8位、第7位　41発目→第6位　42発目→第5位　…
脱落者は、抜弾し、セイフティフラッグを挿し、銃器を安全な場所に置き、銃器を安全な状態にしてから射座を離れ用意された場所で待機する。

・タイブレーク（同点）

最下位の人間が複数いた場合、均衡が崩れるまで本射と同じ手順でシュートオフを行う。

アナウンサーは均衡が崩れるまでアナウンスを行わない。

第8位と第7位が同点だった場合、最終シリーズから順にシリーズ（5発1シリーズ）カウントバックによって順位を決定する。それでもなお決定しない場合、本選の成績による。

・ファイナルの終了

同点がなく、抗議もない場合、射場長は”Results are final”と宣言する。

・姿勢転換

射手は、射場長の姿勢転換・試射時間の”Start”の号令前に、次の姿勢への転換を開始してはいけない。

1回目の違反には警告が与えられる。2回目の違反には次のシリーズの1発目に2点の減点が科される。
・概略
00:00　射手出頭（ファイナル公式開始時刻の30分前）


10:00　銃器・用具の持ち込み開始

　　・銃器の取り扱い、据銃・照準練習は認められない
18:00　射手入場

　　・銃器の取り扱い、据銃・照準練習は認められる

　　・セイフティフラッグを外す、または空撃ちは認められない

20:00　5分間の準備・試射時間開始

　　・セイフティフラッグを外し、空撃ち、弾数無制限の試射をすることが出来る

25:00　準備・試射時間終了/射手紹介

・射手は抜弾し、セイフティフラッグを挿すが、そのままの姿勢を維持して良い

射手紹介終了次第

膝射　5発200秒×3（セット）

7分間の姿勢転換・試射時間

伏射　5発150秒×3（セット）


9分間の姿勢転換・試射時間

立射第一ステージ　5発250秒×2（セット）

　　40発終了時点での下位2名が脱落

立射第二ステージ　1発50秒×5（発）
　　以降1発ごとにその時点での最下位が脱落

41発目終了 6位が脱落

42発目終了 5位が脱落

43発目終了 4位が脱落

44発目終了 3位が脱落

45発目終了 1位、2位が決定

ファイナル終了

